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　現代の眼科診療，特に網膜診療にお
いて光干渉断層計（optical coherence 
tomography：OCT）は欠かせない機器
となっています。単に病気の診断や治
療の評価に用いるだけ
でなく，OCTによる
網膜および脈絡膜構造
の三次元的理解は疾患
の病態解明にも大いに
役立ってきました。最
近ではコンピューター
性能の向上によって画
像取得の高速化，高画
角化が進み，また長波
長レーザーを用いた
Swept-source OCTでは
脈絡膜および硝子体の
より詳細な観察と病態
評価が可能となってい
ます。さらに，現在，
導入が広がりつつある
網膜光干渉断層血管撮影（OCT angi-
ography：OCTA）では造影剤なしで網
膜の微小血管構造の描出が可能であ
り，また層別解析による血管の三次元
的変化をとらえることができるように
なりました。
　本書は初版からちょうど 10年を経
て改訂されました。私は同書の初版も
所有していますが，当初から京大眼科
学教室の実力を大いに発揮された，通
常のアトラスよりも一歩踏み込んだ内
容に感銘を受けました。それは掲載さ
れる各画像の美しさだけでなく，当時
最先端の解析方法や所見の記載，それ
を元にした病態解釈まで網羅されてい
ることに大きな学術的意義を見ること
ができたからです。今回の第2版では，
その後の 10年間で得られたさまざま
な新知見を盛り込み，さらに進歩した
画像解析と病態解釈を提示したものと
なっています。特に OCTAによって
発見された数多くの知見は初版にはな
かったものであり，それだけでも改訂
による内容の大幅な向上を十分に感じ
取ることができますが，本書では各疾
患における OCTA所見とその解釈が
大変詳細に述べられており，これは他

に類を見ないものです。また，初版で
は記載の少なかった腫瘍，緑内障，視
神経疾患の他にも pachychoroid spec-
trum diseaseや paracentral acute middle 

maculopathyのように，
この 10年間で新たに
提唱された疾患概念も
あり，第 2版ではそれ
らもくまなく網羅され
ています。一方，滲出
型加齢黄斑変性などよ
く知られた疾患におい
ても，例えば従来の脈
絡膜新生血管（choroi-
dal neovascularization）
が黄斑新生血管（macu-
lar neovascularization）
という呼び方に変わり，
IS／OS，COSTと呼ばれ
ていた所見がそれぞれ
ellipsoid zone（EZ），

interdigitation zone（IZ）という表現に
変わりました。OCT所見において，
新たに同定された所見を表す用語が増
えたことはもちろんですが，特発性黄
斑上膜の分類に見られるように同じ所
見でも病態解釈の変化によって所見を
表現する用語が変化した場合もありま
すので，それらのアップデートも第 2
版の重要なポイントになっています。
　本書はOCTアトラスでありながら，
その他の検査画像所見との関連性にも
言及し，またシェーマを多用して読者
の病態理解を促す構成となっているこ
とから，網膜のエキスパートのみなら
ず，これから眼底疾患を学ぶ先生方に
とっても教科書的な役割を果たしてい
ると言えるでしょう。本書の監修，編
集および執筆をされた先生方に心から
お祝いとお礼を申し上げます。

網膜の専門家にも，これから
眼底疾患を学ぶ方々にも

学習面の不安に寄り添う支援で
全ての小児入院患者に学びの場を！

光山 瑞穂　横浜市立大学医学部医学科 6 年／one by ONE 共同代表

◆院内での教育の現状について
　現在，入院中の子どもたちの学習に
は院内学級が大きな役割を果たしてい
ます。一方で院内学級の設置率の低さ
や学籍を移さなくては通えない等の制
度上の壁もあり，入院中思うような学
習支援を受けられない子どもたちも存
在します。また，入院中の子どもたち
は病気への不安，家族や友達と離れて
暮らすさみしさを常に感じています。
加えて学習の遅れに焦りを感じる子も
おり，院内の教育ではそういった子ど
もたちの気持ちに寄り添いながら学習
支援を行う難しさがあります。さらに，
同年代の子どもたちと同様の経験が得
にくいという面もあります。これらを
踏まえると，院内での教育をより充実
させるためには多方向からの支援が必
要だと考えられます。
　学生ボランティア団体 one by ONE
は，院内学級の対象とはなりづらい高
校生や，学籍を移していない短期入院
患者など，現在の院内学級制度では支
援が届きにくい子どもたちに学習の機
会を届けたいとの思いから 2018年 12
月に発足しました。現在は神奈川県，
愛知県内の 5病院で活動しており，対
象病床数は約 1500床に上ります。本
稿では私たちの活動内容を紹介します。
◆  Zoomを通じた個別授業で学びの場と
楽しい時間を届ける

　one by ONEは，入院中の小学生か
ら高校生を対象に，週 1回 1時間を原
則として Zoomを用いた個別授業を行
っています。学校から出された課題か
ら英検の対策まで希望に沿った科目・
内容を扱っており，「学校の勉強につ
いていけなくなるのではないか」のよ
うな学習面の不安に寄り添うことをめ
ざしています。団体発足以来の授業回
数は延べ 170回に及びます。
　また勉強だけでなく，学生たちと話
すことを楽しみに参加する子もいま
す。時にはお薦めの本や学校の友達の
話などのおしゃべりに花を咲かせるな
ど，一人ひとりの希望に合わせた授業
になるよう心がけています。
　活動のコンセプトは「『気にかけて
くれている人がいる』と子どもに感じ
てほしい」です。普段の生活の場から
離れ，寂しさや不安を抱える子どもに，
学習というコミュニケーションの場を
通じて向き合うことで，少しでも孤独
感や不安感を和らげ，楽しい時間を届
けられればと思っています。
　利用者からは「入院している病院に
は高校生の院内学級がなく，授業を受
けられていませんでした。一人で病室
に残され，毎日不安を抱えていました。

先生は，体調のことも気に掛けながら，
わかりやすく勉強を教えてくれます。
学習環境から離れていた私にとって
は，とても大切な時間です」「毎週，
授業を楽しみにしています」などのう
れしい声をいただきました。また，保
護者からも「長期入院になったため，
学習面で不安を感じていましたが，
one by ONEのおかげで心配なく過ご
せました」との声が寄せられています。
◆ 一人でも多くの小児入院患者が安心し
て学校に戻れるための支援を
　現在 one by ONEは一人でも多くの
子どもに支援を届けるため，新たな病
院への参入を進めています。しかし，
オンライン環境が整っている病院は少
なく，環境整備のための資金調達など，
課題も多くあります。これらの課題を
一つひとつ解決し，支援の輪を広げて
いきたいと考えています。
　子どもの入院患者を支えていくため
には，多方面からの継続的な支援が必
要となります。one by ONEも学習支
援を通して入院中のサポート，また復
学への一助になるよう活動を続けてい
きたいと思います。

●こうやま・みずほ氏／横市大医学部医学科
在籍中。学生ボランティア団体 one by ONE 
共同代表を務める。学習支援や家族支援の観
点から，オンライン家庭教師事業や家族とと
もに参加できる思い出作りのイベントを企画
し，子どもたちの入院に伴う学習の遅れや心
理的な不安の改善に取り組んでいる。

●写真　  活動の様子
週1回1時間 zoomを用いた個別授業を行う。
学校から出された課題から英検の対策まで希
望に沿った科目・内容を扱う。

◆  one by ONEの活動は
右記 QRコードから
ご覧になれます。
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